
琉球泡盛海外輸出プロジェクト

構成

琉球泡盛の海外展開を促進するため、官民の関係者一体となった取組を推進
（目標値）平成32年（2020年）70キロリットル、平成35年（2022年）100キロリットル

※現状（平成29年（2017年））33キロリットル（推計）

目的に賛同する関係団体、地方公共団体、関係府省などで構成
【顧問】 宮腰光寛 内閣総理大臣補佐官
【会長】 小泉武夫 東京農業大学名誉教授
【副会長】 玉那覇美佐子 沖縄県酒造組合会長
【会員】
（関係団体等）
沖縄県酒造組合、沖縄県卸売酒販組合連合会、沖縄県小売酒販組合連合会、沖縄県商工会連合会、
沖縄県商工会議所連合会、沖縄県産業振興公社、沖縄県ホテル協会、沖縄観光コンベンションビューロー、
泡盛マイスター協会、沖縄県物産公社、沖縄振興開発金融公庫 ほか

（地方公共団体・関係府省）
沖縄県、内閣府、国税庁、内閣官房、外務省、農水省、観光庁、JETRO

具体的な関連プロジェクトの例 当面の予定
平成30年2月下旬：シンガポールで泡盛をPRする

イベントを開催
3月上旬：第2回準備会合（那覇市内）
4月14日：プロジェクト設立記念イベントを開催

（那覇市内）

取組内容
・琉球泡盛の輸出促進に関する取り組みの具体化・工程表の策定
・各構成員による関連プロジェクトの実施、及び各プロジェクト間での連携推進
・プロジェクト会合を開催し、構成員相互の取り組みについて情報交換

・在外公館等を活用したPRイベントの実施
・海外の大型展示商談会への出展などビジネス
マッチングの場を提供

・泡盛の海外プロモーションに係る調査事業を
実施

目的
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